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  ・舟をこぐ動作を教える。 
  第二時限 
  ・一番の動作の順序を覚え込ませる。 
  第三時限 
  ・一つ一つの動作をより正確にし，表現にまで
高める。 
  第四時限 
  ・不十分な点を徹底する。 
  ・グループごとの発表を行う。 
 







に 新 た な 実 践 が 広 が っ た 41 。 こ れ に は ， TOSS
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 時間 内容 
① 0：40 《ソーラン節》の由来 
② 3：50 《ソーラン節》に合わせて 10 名の
子どもが円になって反時計回りで
５回踊る 
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令和２年１月 23 日（木）５校時  
授業者 谷口峻音  
 
１ 題材名 日本の音楽に親しもう  
２ 題材設定の理由  
 本題材は，小学校学習指導要領で以下のように位置付けられる。  






























４ 学習計画（全６時間）  
 第１次 音楽のとくちょうを感じ取りながら，日本の民謡をききましょう。  
  第１時 「ソーラン節」と「南部牛追い歌」の比較鑑賞。  
 第２次 日本の音楽のふんいきを感じ取ってえんそうしましょう。  
  第１時 「ソーラン節」の曲の感じをつかみ，踊る。（体育）  
  第２時 「ソーラン節」の曲の感じをつかみ，歌う。（本時）  
 第３次 郷土の民謡  
  第１時 全国にある民謡について調べたことを発表する。  
  第２時 「貝がら節」の曲の感じをつかみ，踊る。（体育）  
  第３時 「貝がら節」の曲の感じをつかみ，歌う。  
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５ 本時の学習  
（１）本時の目標  
  日本の音楽の雰囲気や特徴を感じ取りながら，「ソーラン節」を歌う技能を身に付ける。  
（２）本時の展開  
学習活動  教師の支援（・）意図（○）評価（◇）  
デジタル教科書（☆）DVD（◎）  




 ・力強く，真剣に歌っているな。  
 ・「ハイハイ」と言っているね。  
 ・今日は歌にもチャレンジしたいな。  
 






 ・最初の「ヤー」は長くのばすのだな。  
 ・歯切れよく歌う必要があるな。  
 ・声が震えている部分があるね。  
 
５ 歌詞の意味を理解する。  
 ・ニシン漁のときに歌う民謡なのだね。  




 ・歌詞が分かると，力強く歌えるよ。  
 ・「コブシ」の歌い方を気を付けたいな。  
 
７ 本時の学習を振り返り，感想を書く。  





































・対象：鳥取大学附属小学校第４学年 33 名 
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 表３の通り，授業は DVD を活用して進められ，最
初から DVD を見様見まねで踊る活動が行われた（写
真２）。《ソーラン節》の音源が入っている②が用い















6:20 ③ 教室の後ろに下がって，踊る。 
9:05 ④ 
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  次回はこの《ソーラン節》を 
Ｃ 着物を着て。 
Ｔ いやいや。 






































の理解も深まる（写真６，27 分 10 秒）。 
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42:50 模 範 演
奏 
模範演奏に合わせて歌う。 
44:15 模 範 演
奏 
模範演奏に合わせて歌う。 
45:10 模 範 演
奏 
模範演奏に合わせて歌う。 
46:09 模 範 演
奏 
模範演奏に合わせて歌う。 
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